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論
説
中
国
に
お
け
る
国
家
発
展
戦
略
と
し
て
の
留
学
政
策
は
じ
め
に
杉
　
村
　
美
　
紀
　
本
稿
は
、
国
際
化
社
会
に
お
け
る
今
日
、
教
育
政
策
の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
留
学
政
策
に
つ
い
て
、
中
国
を
事
例
と
し
て
そ
の
概
要
を
整
理
し
、
経
済
発
展
の
た
あ
に
留
学
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
留
学
は
、
国
家
発
展
を
担
う
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
で
重
要
な
教
育
施
策
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
留
学
教
育
を
め
ぐ
っ
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
、
送
り
出
す
側
と
受
け
入
れ
る
側
の
間
で
一
方
向
的
に
相
手
国
に
留
学
す
る
の
と
は
異
な
り
、
二
国
間
の
交
換
・
協
力
協
定
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
「
国
内
留
学
」
や
、
同
時
に
二
つ
の
国
の
学
位
が
取
得
で
き
る
薯
言
冒
σ
q
ω
誘
8
ヨ
の
よ
う
に
、
様
々
な
留
学
形
態
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
進
各
杉村中国における国家発展戦略としての留学政策67
国
の
大
学
に
と
っ
て
は
留
学
生
教
育
が
新
た
な
経
営
戦
略
と
な
っ
て
お
り
、
留
学
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
と
し
て
商
品
化
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
教
育
産
業
分
野
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
本
稿
で
中
国
の
事
例
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
同
国
の
留
学
政
策
の
動
向
が
そ
う
し
た
留
学
を
め
ぐ
る
今
日
的
動
向
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
留
学
政
策
が
、
現
在
の
中
国
社
会
の
高
等
教
育
需
要
と
合
致
し
て
、
民
間
社
会
が
生
み
出
す
留
学
熱
に
も
後
押
し
さ
れ
る
か
た
ち
で
国
家
経
済
発
展
の
要
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
国
に
お
け
る
留
学
制
度
に
関
す
る
特
徴
的
な
動
き
に
注
目
し
な
が
ら
、
留
学
政
策
の
展
開
が
も
つ
今
日
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
　
以
下
で
は
、
は
じ
め
に
中
国
の
留
学
政
策
の
概
要
を
み
た
あ
と
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
る
二
つ
の
今
日
的
動
向
、
す
な
わ
ち
私
費
就
学
の
促
進
と
留
学
生
の
帰
国
な
ら
び
に
就
業
・
起
業
の
奨
励
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
事
例
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、
中
国
政
府
が
国
家
発
展
戦
略
と
し
て
留
学
政
策
に
ど
の
よ
う
な
期
待
を
か
け
て
い
る
か
を
分
析
す
る
。
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一
　
中
国
の
留
学
政
策
の
概
要
　
中
国
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
改
革
開
放
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
、
経
済
発
展
が
大
き
な
国
家
目
標
と
さ
れ
、
教
育
は
人
材
育
成
を
担
う
重
要
な
政
策
上
の
柱
と
さ
れ
て
き
た
。
郡
秀
（
二
〇
〇
一
）
に
よ
れ
ば
、
高
等
教
育
の
分
野
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
飛
躍
的
な
量
的
発
展
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
八
〇
年
代
に
は
、
財
政
難
か
ら
大
学
の
増
設
が
抑
制
さ
れ
、
高
等
教
育
の
需
要
に
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
行
な
わ
れ
た
一
連
の
教
育
改
革
、
す
な
わ
ち
①
学
生
か
ら
授
業
料
や
寮
費
を
徴
収
し
、
無
償
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
教
育
経
費
負
担
を
軽
減
し
た
こ
と
、
②
大
学
の
財
源
制
度
を
多
様
化
し
、
大
学
が
運
営
す
る
大
学
企
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
民
間
団
体
や
海
外
か
ら
の
資
金
援
助
を
導
入
し
た
こ
と
、
③
人
材
と
設
備
を
有
効
に
利
用
し
経
営
の
効
率
化
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
高
等
教
育
は
か
つ
て
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
エ
リ
ー
ト
教
育
か
ら
大
衆
化
教
育
へ
と
移
行
し
た
と
い
わ
れ
る
。
　
そ
う
し
た
な
か
で
、
留
学
生
教
育
に
つ
い
て
も
、
国
家
発
展
を
担
う
人
材
養
成
の
手
段
と
し
て
よ
り
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
郡
魏
（
二
〇
〇
一
）
は
、
一
九
七
八
年
六
月
に
鄭
小
平
が
示
し
た
「
留
学
生
問
題
に
関
す
る
指
示
」
が
、
そ
の
後
の
留
学
生
政
策
を
方
向
付
け
た
ひ
と
つ
の
転
機
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
特
に
自
然
科
学
分
野
を
中
心
に
、
留
学
生
を
諸
外
国
の
高
等
教
育
機
関
へ
留
学
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
国
の
教
育
水
準
を
高
め
る
う
え
で
重
要
な
方
策
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
留
学
は
、
経
費
が
か
か
っ
て
も
そ
れ
に
値
す
る
だ
け
の
人
材
育
成
策
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
懸
念
さ
れ
る
留
学
生
の
国
　
杉
外
へ
の
頭
脳
流
出
問
題
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
に
夏
季
休
暇
等
を
利
用
し
て
二
年
に
一
度
は
一
時
帰
国
さ
せ
、
中
国
国
内
の
状
況
も
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
く
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
と
同
時
に
、
滞
在
国
の
中
国
大
使
館
が
留
学
生
の
管
理
を
行
・
と
い
・
た
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
も
緻
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
留
言
及
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
こ
う
し
た
留
学
政
策
の
方
針
は
す
ぐ
に
全
面
的
に
実
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
り
冷
戦
構
造
が
崩
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
壊
す
る
と
と
も
に
、
国
際
化
社
会
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
が
ま
す
ま
す
急
務
と
な
り
、
奉
に
加
速
さ
れ
た
。
特
に
、
一
九
九
三
年
輪
に
発
表
さ
れ
た
「
留
学
を
支
持
し
、
か
つ
留
学
生
の
帰
国
を
促
し
、
自
由
な
往
来
を
促
進
す
る
」
と
い
う
方
針
を
受
け
て
、
留
学
志
向
娠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
が
高
ま
り
、
一
九
九
五
年
以
後
は
五
つ
の
観
点
、
す
な
わ
ち
①
従
来
の
計
画
経
済
体
制
か
ら
市
場
経
済
体
制
の
た
め
の
留
学
施
策
の
実
　
国
旗
②
留
学
相
手
国
の
撰
基
準
と
し
て
倭
従
来
の
思
想
・
政
治
体
制
に
か
柔
科
学
技
術
の
発
屡
重
視
す
…
ζ
③
従
来
の
鰯
国
費
お
よ
び
奨
学
金
派
遣
生
中
心
の
留
学
政
策
か
ら
私
費
留
学
生
の
出
国
．
受
け
入
れ
に
も
重
点
を
お
く
こ
と
、
④
留
学
生
の
送
り
出
　
駄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
し
だ
け
で
は
な
く
、
留
学
生
の
中
国
本
国
へ
の
帰
国
・
就
業
も
重
視
す
る
こ
と
、
⑤
留
学
の
内
容
は
、
従
来
の
政
治
中
心
の
分
野
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
国
家
経
済
発
展
に
役
立
つ
分
野
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
、
と
い
う
こ
と
が
留
学
政
策
の
基
本
路
線
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
6
9
　
実
際
、
改
革
開
放
以
後
、
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
九
九
年
に
か
け
て
中
国
か
ら
国
外
に
留
学
し
た
者
の
数
は
、
総
数
で
三
四
万
人
余
り
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
数
は
、
そ
れ
以
前
の
一
八
七
二
年
か
ら
一
九
七
八
年
ま
で
の
約
一
〇
〇
年
間
の
留
学
生
総
数
約
一
三
万
人
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
比
べ
て
も
、
倍
以
上
の
数
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
留
学
生
の
う
ち
、
約
半
数
の
六
万
五
千
人
が
私
費
留
学
生
で
あ
る
。
二
　
留
学
政
策
の
旦
ハ
体
的
な
動
向
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以
上
述
べ
た
中
国
の
留
学
政
策
の
主
要
点
は
、
経
済
発
展
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
育
成
の
た
め
に
、
業
を
促
す
と
い
う
二
つ
の
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
二
つ
の
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
な
施
策
が
と
ら
れ
、
ま
た
実
際
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
み
ら
れ
る
の
か
を
整
理
し
て
み
た
い
。
私
費
留
学
を
促
進
し
、
帰
国
就
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
　
（
一
）
　
私
費
留
学
の
促
進
　
a
　
政
府
の
施
策
　
私
費
留
学
は
、
高
等
教
育
人
口
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
中
国
に
と
っ
て
、
限
ら
れ
た
国
家
予
算
の
な
か
で
高
等
教
育
需
要
に
応
じ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
私
費
留
学
に
関
し
て
発
表
さ
れ
た
方
針
を
よ
り
旦
ハ
体
的
に
み
る
と
、
一
九
九
三
年
に
国
家
教
育
委
員
会
が
発
表
し
た
「
私
費
留
学
問
題
に
関
す
る
通
知
」
で
は
、
①
中
等
教
育
修
了
者
で
私
費
の
大
学
在
籍
生
お
よ
び
卒
業
生
は
私
費
留
学
も
自
由
に
申
請
で
き
る
、
②
公
費
に
よ
る
大
学
在
学
者
な
ら
び
に
国
外
・
国
内
の
華
僑
、
香
港
・
マ
カ
オ
・
台
湾
同
胞
を
含
む
卒
業
生
は
、
一
定
年
限
国
内
で
就
業
す
る
か
、
あ
る
い
は
高
等
教
育
に
か
か
っ
た
費
用
を
償
還
し
て
は
じ
め
て
私
費
留
学
が
申
請
で
き
る
、
③
国
内
に
お
け
る
博
士
研
究
を
促
進
す
る
た
め
に
、
博
士
課
程
在
籍
者
に
つ
い
て
は
国
内
の
高
等
教
育
費
は
免
除
し
、
国
内
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
の
研
究
奨
励
を
促
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
、
教
育
部
、
公
安
部
、
な
ら
び
に
国
家
工
商
行
政
管
理
局
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
私
費
留
学
を
仲
介
・
管
理
す
る
業
者
を
対
象
と
し
た
「
自
費
出
国
留
学
中
介
服
務
管
理
規
定
」
（
私
費
出
国
留
学
仲
介
業
務
規
定
）
が
設
け
ら
れ
た
。
同
規
定
で
は
、
そ
う
し
た
企
業
を
教
育
の
国
際
交
流
の
た
め
の
法
人
教
育
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
、
教
育
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
な
ら
び
に
公
安
部
の
管
轄
下
に
お
く
と
し
て
い
る
。
実
際
に
私
費
留
学
が
行
な
わ
れ
る
過
程
で
は
、
政
府
が
そ
れ
に
直
接
関
与
す
る
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
私
費
留
学
を
専
門
に
取
り
扱
う
仲
介
業
者
を
介
し
て
の
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
次
に
、
私
費
留
学
の
過
熱
ぶ
り
を
示
す
例
と
し
て
、
私
費
留
学
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
留
学
情
報
の
提
供
や
相
談
、
留
学
試
験
の
手
続
き
、
査
証
お
よ
び
入
出
国
の
手
続
き
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
費
留
学
生
派
遣
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
留
学
仲
介
企
業
の
実
際
を
み
て
み
た
い
。
　
b
　
私
費
留
学
仲
介
企
業
　
私
費
留
学
仲
介
企
業
は
、
既
に
中
国
全
土
に
多
数
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
前
述
の
「
自
費
出
国
留
学
中
介
服
務
管
理
規
定
」
（
私
費
出
国
留
学
仲
介
業
務
規
定
）
に
基
づ
い
て
認
可
を
受
け
た
企
業
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
現
在
、
北
京
や
上
海
な
ど
大
都
市
圏
を
中
心
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
て
一
一
省
に
六
八
社
あ
る
。
そ
う
し
た
企
業
の
一
例
と
し
て
、
北
京
に
あ
る
「
嘉
華
世
達
国
際
教
育
交
流
有
限
公
司
」
（
嘉
華
世
達
国
際
教
育
交
流
有
限
会
社
）
の
事
業
内
容
を
み
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
同
会
社
は
、
中
国
教
育
部
の
直
属
機
関
で
あ
る
「
中
国
留
学
服
務
中
心
」
（
O
ゴ
一
⇒
Φ
ω
Φ
Q
。
興
く
一
〇
Φ
O
Φ
耳
Φ
『
h
o
「
o
っ
o
ゴ
o
冨
『
気
国
×
o
冨
P
σ
Q
ρ
中
国
留
学
セ
ン
タ
i
）
の
管
轄
下
に
あ
る
会
社
で
あ
り
、
教
育
部
の
ほ
か
、
中
国
公
安
部
、
国
家
工
商
行
政
管
理
局
の
認
可
を
得
て
い
る
。
同
社
の
特
徴
は
、
「
中
国
留
学
服
務
中
心
」
が
国
費
留
学
の
中
国
人
学
生
の
送
り
出
し
や
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
対
象
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
中
国
人
私
費
留
学
生
の
送
り
出
し
を
扱
っ
て
い
る
点
に
あ
り
、
事
業
目
標
を
「
中
国
人
学
生
の
た
め
に
海
外
の
優
れ
た
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
私
費
杉村中国における国家発展戦略としての留学政策71
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
留
学
を
希
望
す
る
学
生
に
適
切
で
か
つ
効
率
的
な
海
外
留
学
情
報
を
案
内
し
て
い
る
。
　
同
社
の
主
な
業
務
は
、
①
私
費
留
学
部
、
②
教
育
フ
ェ
ア
担
当
部
、
③
学
歴
・
学
位
認
証
部
、
④
市
場
調
査
部
に
分
か
れ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
①
私
費
留
学
部
で
は
、
国
別
に
カ
ナ
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ッ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
日
本
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ス
ペ
イ
ン
・
南
ア
フ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
と
担
当
部
署
が
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
担
当
官
を
配
置
し
て
留
学
先
国
の
教
育
事
情
や
具
体
的
な
学
校
の
紹
介
、
留
学
試
験
申
請
手
続
き
の
援
助
、
留
学
に
必
要
な
語
学
訓
練
、
ビ
ザ
や
留
学
資
格
な
ど
の
公
的
書
類
の
確
認
、
留
学
先
の
学
費
や
住
ま
い
探
し
、
保
険
な
ど
留
学
生
活
に
必
要
な
各
種
手
続
き
の
代
行
、
さ
ら
に
留
学
開
始
後
の
相
談
・
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
特
徴
的
な
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
担
当
の
留
学
相
談
室
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
会
社
が
独
自
に
設
け
て
い
る
他
の
部
署
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
府
機
関
で
あ
る
「
教
育
国
際
開
発
庁
」
（
I
D
P
）
、
な
ら
び
に
オ
ラ
ン
ダ
の
政
府
機
関
「
オ
ラ
ン
ダ
高
等
教
育
国
際
交
流
協
会
」
（
Z
信
窪
o
）
と
、
中
国
教
育
部
の
「
中
国
留
学
服
務
中
心
」
と
の
協
定
に
基
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
の
中
国
に
お
け
る
留
学
事
業
担
当
事
務
室
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
　
教
育
フ
ェ
ア
担
当
部
は
、
留
学
先
相
手
国
の
関
係
教
育
機
関
か
ら
担
当
者
を
招
聰
し
て
開
か
れ
る
留
学
展
覧
会
の
企
画
・
運
営
な
ど
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
留
学
展
覧
会
は
、
北
京
だ
け
で
な
く
、
中
国
国
内
各
地
を
巡
回
し
て
開
催
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に
教
育
部
の
「
中
国
留
学
服
務
中
心
」
が
主
催
し
て
開
催
さ
れ
た
「
第
六
回
中
国
国
際
高
等
教
育
巡
回
展
（
春
季
）
」
（
〇
三
8
ぎ
8
3
四
口
o
P
巴
躍
一
σ
q
ゴ
興
国
α
二
8
鉱
o
昌
国
×
三
亘
口
o
昌
↓
o
ロ
「
n
O
田
国
国
目
）
で
は
、
北
京
の
他
に
、
青
島
、
上
海
、
西
安
、
重
慶
で
開
催
さ
れ
、
一
五
一
の
関
係
教
育
機
関
・
団
体
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。
参
加
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
ブ
ー
ス
数
2
8
）
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
2
1
）
、
カ
ナ
ダ
（
1
7
）
、
オ
ラ
ン
ダ
（
1
6
）
、
中
国
（
1
1
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
8
）
、
フ
ラ
ン
ス
（
7
）
、
ア
メ
リ
カ
（
6
）
、
ス
イ
ス
（
6
）
、
ド
イ
ツ
（
5
）
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
5
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
4
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
（
3
）
、
日
本
（
2
）
、
南
ア
フ
リ
カ
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（
2
）
、
ロ
シ
ア
（
2
）
に
加
え
、
ト
ル
コ
、
チ
ェ
コ
、
マ
ル
タ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
タ
イ
（
各
1
）
、
そ
の
他
（
3
）
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
「
巡
回
展
（
秋
季
）
」
は
、
二
〇
〇
二
年
秋
に
も
開
催
さ
れ
、
九
月
に
天
津
、
寧
波
、
長
紗
、
一
〇
月
に
は
武
漢
、
蘇
州
で
も
　
　
　
　
（
1
0
）
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
春
の
「
国
際
高
等
教
育
巡
回
展
」
の
開
催
に
つ
い
て
も
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
北
京
、
西
安
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
上
海
、
厘
門
、
重
慶
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
留
学
生
送
り
出
し
事
業
と
と
も
に
、
帰
国
し
た
留
学
生
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
が
「
学
歴
・
学
位
認
証
部
」
で
あ
る
。
国
外
の
教
育
機
関
は
、
そ
の
教
育
年
限
や
教
育
内
容
な
ど
が
様
々
で
あ
り
、
留
学
生
が
取
得
し
た
学
歴
や
学
位
の
レ
ベ
ル
も
千
差
万
別
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
し
て
、
中
国
で
は
、
単
に
学
歴
や
学
位
を
取
得
し
た
だ
け
で
は
国
内
で
は
通
用
せ
ず
、
帰
国
後
、
教
育
部
に
よ
る
学
歴
や
学
位
の
認
定
を
受
け
て
は
じ
め
て
学
位
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
認
定
を
実
際
に
担
当
す
る
の
は
「
中
国
留
学
服
務
中
心
」
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
作
業
と
し
て
、
当
該
国
の
教
育
状
況
や
学
歴
や
学
位
の
授
与
状
況
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
を
審
査
す
る
の
が
同
部
署
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
「
市
場
調
査
部
」
と
い
う
部
署
の
存
在
は
、
中
国
の
留
学
斡
旋
会
社
が
、
単
な
る
教
育
相
談
を
行
う
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
留
学
を
事
業
と
し
て
展
開
し
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
同
部
署
で
は
、
留
学
な
ら
び
に
教
育
を
め
ぐ
る
市
場
の
需
要
を
調
査
し
、
企
業
と
し
て
の
経
営
戦
略
の
企
画
・
立
案
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他
、
留
学
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
関
係
す
る
人
材
交
流
や
企
業
単
位
の
研
修
活
動
の
企
画
、
支
援
活
動
な
ど
も
担
当
し
て
い
る
。
　
c
　
留
学
市
場
と
し
て
の
中
国
へ
の
国
際
的
関
心
　
こ
の
よ
う
に
、
留
学
仲
介
企
業
は
、
主
と
し
て
私
費
留
学
生
の
留
学
を
促
進
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
お
り
、
そ
の
相
手
国
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
主
要
先
進
各
国
を
は
じ
め
と
し
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
嘉
華
世
達
国
際
杉村中国における国家発展戦略としての留学政策73
教
育
交
流
有
限
公
司
」
の
な
か
に
、
オ
ラ
ン
ダ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
っ
た
個
別
の
国
の
文
化
出
先
機
関
と
も
い
え
る
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
両
国
政
府
の
教
育
部
門
関
係
機
関
が
中
国
教
育
部
と
合
議
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
際
交
流
と
協
力
を
進
め
る
と
い
う
目
的
で
開
設
さ
れ
て
お
り
、
留
学
展
示
会
へ
の
参
加
や
留
学
講
座
の
実
施
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
、
自
国
へ
の
留
学
を
推
奨
す
る
理
由
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
ま
ず
オ
ラ
ン
ダ
の
留
学
担
当
事
務
室
は
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
薦
め
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
人
口
約
一
五
五
〇
万
人
、
高
等
教
育
人
口
四
五
万
人
と
小
規
模
な
国
な
が
ら
、
地
理
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
要
所
に
位
置
し
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
の
交
流
を
図
り
や
す
い
。
ま
た
第
二
に
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
な
か
で
、
英
語
が
最
も
よ
く
普
及
し
た
国
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
々
も
幼
少
時
か
ら
英
語
教
育
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
非
英
語
圏
の
国
で
あ
り
な
が
ら
、
商
業
、
農
業
科
学
、
医
学
、
情
報
処
理
、
生
物
化
学
、
法
律
、
建
築
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
専
門
分
野
を
英
語
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
質
も
大
変
高
い
水
準
に
あ
る
。
第
三
に
、
教
師
の
出
身
が
近
隣
諸
国
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
英
語
以
外
の
諸
外
国
語
や
、
オ
ラ
ン
ダ
以
外
の
他
国
と
の
国
際
交
流
の
機
会
も
多
い
。
第
四
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
中
国
人
留
学
生
に
対
し
て
、
授
業
料
の
減
免
な
ど
優
遇
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
、
他
の
欧
米
先
進
国
と
比
べ
て
留
学
費
用
が
比
較
的
安
く
、
さ
ら
に
奨
学
金
制
度
も
充
実
し
て
い
る
。
第
五
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
週
に
一
〇
時
間
を
越
え
な
い
範
囲
で
ア
ル
バ
イ
ト
も
容
認
し
て
い
る
。
第
六
に
、
オ
ラ
ン
ダ
経
済
が
比
較
的
順
調
で
、
失
業
率
も
欧
州
の
な
か
で
は
最
低
水
準
に
あ
る
な
ど
、
経
済
的
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
特
に
、
近
年
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
企
業
が
海
外
に
拠
点
を
お
く
よ
う
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
で
高
等
教
育
を
受
け
た
留
学
生
が
卒
業
後
、
就
職
で
き
る
機
会
が
増
え
て
い
る
と
同
時
に
、
国
際
型
の
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第
七
に
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
留
学
手
続
き
は
、
ビ
ザ
の
取
得
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）
ど
の
点
で
、
他
国
に
比
べ
て
比
較
的
簡
単
で
、
時
間
も
か
か
ら
ず
効
率
的
で
あ
る
。
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以
上
が
、
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
利
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
理
由
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
留
学
担
当
事
務
室
も
挙
げ
て
い
る
。
す
わ
な
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
人
口
一
億
八
〇
〇
〇
万
人
の
移
民
国
家
で
あ
り
、
特
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
か
ら
の
移
民
を
多
数
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
、
英
語
圏
に
属
し
、
教
育
水
準
も
高
く
、
ま
た
教
授
・
学
生
と
も
様
々
な
国
か
ら
来
た
者
が
多
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
な
が
ら
に
し
て
国
際
交
流
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
制
度
も
充
実
し
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
提
供
す
る
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
展
奨
学
金
」
（
〉
信
ω
霞
巴
冨
コ
U
Φ
＜
①
δ
O
ヨ
Φ
コ
け
ω
o
げ
o
冨
話
三
〇
）
や
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
中
国
の
対
外
経
済
貿
易
協
力
部
が
大
学
院
生
留
学
生
に
出
す
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
際
研
究
生
研
究
奨
学
金
」
（
目
馨
Φ
3
p
自
8
巴
勺
o
ω
け
o
q
轟
α
§
8
閑
①
ω
Φ
輿
o
げ
ω
魯
9
碧
ω
ゴ
首
）
の
ほ
か
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
各
大
学
が
個
別
に
提
供
す
る
奨
学
金
も
多
い
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
既
に
移
民
を
多
く
受
け
入
れ
、
中
国
本
土
を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
も
中
国
系
の
人
々
が
多
く
移
り
住
ん
で
お
り
、
既
に
親
類
縁
者
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
る
た
め
に
留
学
し
や
す
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
中
国
人
留
学
生
を
引
き
付
け
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
留
学
担
当
セ
ク
シ
ョ
ン
が
お
か
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
中
国
だ
け
で
な
く
、
相
手
国
側
の
留
学
政
策
の
意
図
も
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
留
学
部
門
が
両
国
政
府
の
認
証
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
単
に
中
国
側
の
留
学
志
向
の
み
な
ら
ず
、
中
国
か
ら
留
学
生
を
積
極
的
に
招
致
す
る
こ
と
で
、
単
に
教
育
・
文
化
交
流
を
促
進
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
両
国
間
の
パ
イ
プ
役
と
も
な
り
う
る
留
学
生
を
教
育
す
る
こ
と
で
、
優
秀
な
労
働
力
の
確
保
や
中
国
と
の
経
済
社
会
関
係
強
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
d
　
も
う
ひ
と
つ
の
私
費
留
学
一
「
国
内
留
学
」
他
方
、
こ
う
し
た
他
国
へ
の
留
学
と
は
別
に
、
中
国
の
高
等
教
育
関
係
者
の
間
で
注
目
を
集
め
て
い
る
も
の
に
、
杉村中国における国家発展戦略としての留学政策
国
外
と
国
内
の
教
　
7
5
育
機
関
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
先
進
各
国
へ
の
留
学
は
、
経
済
的
コ
ス
ト
と
い
う
点
で
私
費
留
学
す
る
者
に
対
し
て
大
き
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
、
経
費
が
留
学
の
大
き
な
制
約
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
問
題
点
を
解
決
し
、
か
つ
人
材
の
育
成
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
が
国
外
の
教
育
機
関
と
の
提
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
従
来
、
仲
琶
三
昌
σ
q
ω
窃
8
ヨ
と
よ
ば
れ
、
本
国
と
留
学
相
手
国
と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
期
間
ず
つ
を
過
ご
す
こ
と
で
、
卒
業
時
に
は
そ
の
相
手
国
の
修
了
資
格
が
取
得
で
き
る
も
の
と
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
で
は
既
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
導
入
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
制
度
を
模
し
て
中
国
で
も
最
近
導
入
さ
れ
始
め
た
の
が
、
国
内
の
高
等
教
育
機
関
に
い
な
が
ら
に
し
て
国
外
の
機
関
の
学
位
が
と
れ
る
「
国
内
留
学
」
制
度
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
国
内
留
学
」
の
実
現
を
可
能
に
し
た
の
は
、
中
国
教
育
部
に
よ
る
「
中
外
合
作
辮
学
暫
行
規
定
」
（
国
外
教
育
機
関
と
の
教
育
協
力
規
定
）
の
制
定
、
な
ら
び
に
中
国
国
内
の
高
等
教
育
需
要
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
方
法
・
内
容
に
則
り
、
英
語
な
ら
び
に
漢
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
国
際
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
の
育
成
を
図
ろ
う
と
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
。
　
た
と
え
ば
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
「
北
京
工
業
大
学
」
に
付
属
す
る
「
北
京
工
業
大
学
中
加
工
商
学
院
」
（
O
田
↓
ω
。
ゴ
o
巳
o
h
し
u
β
の
ヨ
①
ω
の
）
の
事
例
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
同
校
は
、
一
九
九
五
年
に
北
京
工
業
大
学
と
カ
ナ
ダ
の
商
業
科
学
技
術
学
院
と
の
提
携
の
も
と
に
設
立
さ
れ
、
主
と
し
て
外
国
資
本
企
業
の
人
材
を
管
理
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
高
校
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
コ
ー
ス
で
は
、
中
国
国
内
で
二
年
間
勉
強
し
、
そ
の
後
国
外
で
二
年
間
勉
強
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ま
た
大
学
既
卒
者
を
対
象
と
し
た
コ
ー
ス
は
、
国
内
で
一
年
間
、
国
外
で
一
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
国
外
の
学
士
号
が
取
得
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
同
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
州
立
大
学
と
も
提
携
し
、
市
場
経
営
、
実
務
管
理
、
財
務
管
理
を
学
ん
で
ア
メ
リ
カ
の
M
B
A
を
取
得
で
き
る
コ
ー
ス
も
設
定
し
て
お
り
、
既
に
六
〇
〇
名
余
り
の
修
了
生
を
I
B
M
や
フ
ォ
ー
ド
と
い
っ
た
外
国
企
業
に
輩
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
た
商
業
英
語
コ
ー
ス
や
、
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企
業
か
ら
の
派
遣
訓
練
の
要
請
を
受
け
、
経
営
管
理
や
人
材
管
理
、
商
業
英
語
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
を
研
修
さ
せ
る
コ
ー
ス
も
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
る
。
教
授
陣
は
中
国
の
他
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
「
国
内
留
学
」
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
前
述
の
「
二
〇
〇
一
年
中
国
国
際
高
等
教
育
春
季
巡
回
展
」
で
も
、
こ
の
「
北
京
工
業
大
学
中
加
工
商
学
院
」
は
多
く
の
学
生
の
関
心
　
　
（
1
7
）
を
集
め
た
。
　
ま
た
、
北
京
に
あ
る
「
対
外
経
済
貿
易
大
学
」
に
付
属
す
る
「
卓
越
国
際
学
院
」
（
N
信
O
歪
Φ
H
巨
Φ
ヨ
卑
一
8
巴
O
O
一
一
①
σ
q
①
）
の
場
合
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
対
外
経
済
貿
易
大
学
」
（
q
三
く
臼
ω
一
q
o
＝
三
Φ
∋
叫
け
δ
口
巴
u
u
島
営
①
ω
ω
9
コ
α
国
8
つ
o
巨
o
ω
）
は
、
一
九
五
一
年
に
経
済
貿
易
部
が
管
轄
す
る
国
立
大
学
と
し
て
創
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
中
国
金
融
学
院
と
合
併
し
て
教
育
部
の
所
管
と
な
り
、
今
日
で
は
全
国
重
点
大
学
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
「
卓
越
国
際
学
院
」
は
、
同
大
学
の
付
属
教
育
機
関
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ン
ザ
ス
州
フ
ォ
i
ト
ヘ
イ
ズ
州
立
大
学
（
「
o
詳
＝
ミ
ω
ω
δ
8
¢
巳
く
Φ
円
ω
一
q
）
と
の
協
力
協
定
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
も
の
で
、
協
定
締
結
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
教
育
部
の
「
国
際
合
作
与
交
流
司
」
（
国
際
協
力
交
流
局
）
お
よ
び
北
京
市
教
育
委
員
会
の
関
係
者
も
出
席
し
、
教
育
部
の
認
可
の
も
と
に
成
立
し
た
。
こ
の
協
定
の
特
徴
は
、
予
め
定
め
ら
れ
た
科
目
に
つ
い
て
一
定
の
好
成
績
を
修
め
れ
ば
、
卒
業
時
に
は
、
中
国
の
「
対
外
経
済
貿
易
大
学
」
の
学
士
号
が
取
得
で
き
る
と
同
時
に
、
フ
ォ
ー
ト
ヘ
イ
ズ
大
学
の
学
士
号
も
取
得
で
き
る
点
に
あ
り
、
中
国
国
内
に
い
な
が
ら
に
し
て
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
両
国
の
学
士
号
が
同
時
に
取
得
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
春
か
ら
学
生
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
秋
の
新
学
年
開
始
と
と
も
に
、
設
立
母
体
で
あ
る
「
対
外
経
済
貿
易
大
学
」
と
は
別
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
け
、
北
京
市
と
天
津
市
の
間
に
設
け
ら
れ
た
学
園
地
区
で
あ
る
「
東
方
大
学
城
」
で
開
講
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
専
門
課
程
と
し
て
は
、
工
商
管
理
、
国
際
金
融
、
英
語
、
国
際
経
済
法
、
コ
ン
ピ
ュ
！
タ
ー
お
よ
び
情
報
管
理
の
五
つ
の
課
程
が
設
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
課
程
を
導
入
し
て
授
業
が
行
な
わ
れ
る
ほ
か
、
教
授
陣
も
一
部
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
招
膀
し
、
ま
た
留
学
帰
国
者
な
ど
を
積
極
的
に
徒
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
卒
業
後
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
杉村中国における国家発展戦略としての留学政策77
た
優
秀
な
学
生
に
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
進
学
の
途
も
開
か
れ
る
ほ
か
、
内
外
の
教
育
機
関
と
の
国
際
交
流
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
に
は
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
へ
の
短
期
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
修
旅
行
な
ど
も
企
画
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
　
e
　
私
費
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
と
外
交
・
経
済
関
係
の
強
化
　
一
方
、
私
費
留
学
に
関
し
て
は
、
中
国
か
ら
の
送
り
出
し
だ
け
で
は
な
く
、
諸
外
国
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
中
国
政
府
は
積
極
的
に
そ
れ
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
か
ら
も
、
中
国
の
高
等
教
育
機
関
は
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
、
そ
の
数
は
大
き
く
伸
び
た
。
　
二
〇
〇
〇
年
九
月
現
在
で
、
中
国
全
国
に
一
〇
四
一
校
あ
る
普
通
高
等
教
育
機
関
に
は
、
大
学
院
生
三
〇
万
一
二
〇
〇
人
、
学
部
生
五
五
六
万
九
〇
〇
人
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
二
〇
〇
一
年
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
台
湾
・
香
港
・
マ
カ
オ
を
除
く
三
一
の
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
の
三
六
三
校
の
大
学
で
あ
り
、
一
六
九
力
国
か
ら
六
万
一
八
六
九
人
の
外
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
。
一
九
九
〇
年
の
時
点
で
は
、
わ
ず
か
に
七
四
九
四
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
一
〇
年
間
の
外
国
人
留
学
生
の
伸
び
は
著
し
い
。
　
こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
諸
外
国
の
人
材
を
招
く
事
で
、
相
手
国
と
の
人
脈
を
強
化
し
、
将
来
的
に
外
交
関
係
な
い
し
経
済
関
係
の
強
化
の
パ
イ
プ
役
を
育
て
る
と
い
う
中
国
側
の
意
図
で
あ
る
。
中
国
教
育
部
は
、
こ
う
し
た
留
学
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
①
科
学
研
究
・
文
化
教
育
・
対
外
貿
易
・
経
済
建
設
の
た
め
の
人
材
育
成
、
②
各
国
と
の
教
育
・
科
学
技
術
・
文
化
交
流
・
経
済
貿
易
協
力
の
強
化
、
③
中
国
人
民
と
世
界
各
国
の
人
々
と
の
友
情
と
理
解
の
促
進
、
④
す
ば
ら
し
い
世
界
の
建
設
を
目
的
と
し
て
お
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
「
科
学
と
教
育
に
よ
る
国
家
振
興
」
と
い
う
方
針
の
も
と
に
、
外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
歓
迎
す
る
と
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
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の
点
は
、
在
外
華
人
子
弟
の
受
け
入
れ
で
あ
る
。
在
外
中
国
系
は
、
か
つ
て
は
華
僑
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
居
住
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
現
在
で
は
「
華
人
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
中
国
政
府
は
彼
ら
の
中
国
本
土
へ
の
投
資
を
経
済
的
に
重
視
し
、
海
外
華
人
社
会
と
の
繋
が
り
を
強
化
し
て
い
る
。
華
人
子
弟
の
受
け
入
れ
は
、
そ
う
し
た
海
外
華
人
社
会
が
中
国
本
土
に
対
し
て
外
貨
を
お
と
す
契
機
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
華
人
社
会
が
中
国
の
文
化
や
言
語
を
伝
統
文
化
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
そ
う
し
た
華
人
社
会
の
中
国
文
化
へ
の
理
解
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
文
化
的
・
精
神
的
側
面
で
も
繋
が
り
を
深
め
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　
高
等
教
育
機
関
で
の
留
学
生
教
育
は
、
学
位
取
得
コ
ー
ス
と
非
学
位
取
得
コ
ー
ス
に
大
別
さ
れ
、
前
者
に
は
、
専
科
生
（
短
大
）
、
本
科
生
（
学
部
生
）
、
碩
士
研
究
生
（
修
士
課
程
）
、
博
士
研
究
生
（
博
士
課
程
）
が
、
ま
た
後
者
に
は
進
修
生
（
学
部
聴
講
生
、
大
学
院
研
究
生
、
語
学
研
修
生
）
が
あ
る
。
留
学
の
決
定
は
、
一
八
歳
以
上
で
心
身
と
も
健
康
な
者
を
対
象
と
し
て
、
基
本
的
に
本
国
で
の
学
籍
証
明
書
と
成
績
証
明
書
、
お
よ
び
中
国
語
能
力
試
験
（
H
S
K
）
に
基
づ
き
、
各
学
校
の
入
学
試
験
お
よ
び
資
格
審
査
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
H
S
K
は
、
中
国
教
育
部
が
設
立
し
た
国
家
中
国
語
能
力
試
験
委
員
会
が
出
題
か
ら
判
定
ま
で
を
一
括
し
て
行
な
う
も
の
で
、
毎
年
定
期
的
に
中
国
国
内
と
海
外
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
国
内
で
は
北
京
、
上
海
、
広
州
、
西
安
、
南
京
、
武
漢
な
ど
都
市
部
に
お
い
て
年
二
回
、
ま
た
海
外
に
お
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
、
韓
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
二
〇
数
力
国
で
毎
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
一
回
な
い
し
二
回
試
験
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
留
学
生
受
け
入
れ
促
進
の
た
め
に
、
教
育
部
は
外
国
政
府
な
ら
び
に
国
際
機
関
と
の
合
意
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
中
国
政
府
奨
学
金
を
設
け
て
い
る
。
実
際
の
奨
学
生
の
募
集
や
管
理
業
務
を
行
な
う
の
は
国
家
留
学
基
金
管
理
委
員
会
（
〇
三
づ
Φ
ω
Φ
ω
9
0
冨
「
ω
三
℃
ω
O
o
彗
。
一
一
）
で
あ
り
、
奨
学
金
は
本
科
生
、
碩
士
（
修
士
）
研
究
生
、
博
士
研
究
生
、
漢
語
進
修
生
（
語
学
研
修
生
）
、
普
通
進
修
生
（
学
部
聴
講
生
）
、
高
級
進
修
生
（
大
学
院
研
究
生
）
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
他
、
特
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
、
長
城
奨
杉村中国における国家発展戦略としての留学政策79
学
金
（
ユ
ネ
ス
コ
と
の
協
力
の
も
と
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
、
普
通
進
修
生
と
高
級
進
修
生
対
象
）
、
優
秀
生
奨
学
金
（
碩
士
研
究
生
と
博
士
研
究
生
対
象
）
、
H
S
K
優
秀
者
奨
学
金
、
外
国
人
中
国
語
教
師
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
中
華
文
化
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
供
与
さ
窺
・
さ
ら
に
・
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
受
け
入
れ
だ
け
で
な
く
、
近
年
で
は
、
小
中
学
校
お
よ
び
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
校
に
お
い
て
も
外
国
人
学
生
の
入
学
を
認
め
て
い
る
。
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（
二
）
　
留
学
生
の
帰
国
奨
励
　
a
　
政
府
の
施
策
　
以
上
述
べ
た
よ
う
な
私
費
留
学
の
促
進
と
な
ら
び
、
留
学
政
策
を
め
ぐ
る
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
動
向
が
留
学
生
の
帰
国
奨
励
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
、
中
国
共
産
党
お
よ
び
中
国
政
府
が
発
表
し
た
「
国
民
経
済
お
よ
び
社
会
発
展
に
関
す
る
第
一
〇
次
五
ヵ
年
計
画
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
競
争
は
人
材
競
争
に
他
な
ら
ず
、
人
材
の
養
成
お
よ
び
確
保
は
重
大
な
国
家
戦
略
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
従
来
か
ら
の
中
国
人
学
生
の
海
外
留
学
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
留
学
生
の
帰
国
と
中
国
本
国
で
の
就
業
．
起
業
を
奨
励
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
　
特
に
近
年
の
施
策
の
特
徴
は
、
「
留
学
を
支
持
し
、
帰
国
を
奨
励
し
、
往
来
は
自
由
」
と
し
た
政
府
の
方
針
に
基
づ
き
、
留
学
生
の
帰
国
奨
励
に
つ
い
て
は
、
単
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
帰
国
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
留
学
か
ら
の
帰
国
者
に
つ
い
て
特
別
措
置
を
講
じ
る
な
ど
し
て
国
内
で
の
起
業
・
就
業
を
旦
ハ
体
的
に
奨
励
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
八
年
に
「
教
育
部
国
際
合
作
与
交
流
司
」
（
教
育
部
国
際
協
力
交
流
局
）
が
発
表
し
た
「
帰
国
留
学
生
の
科
学
研
究
活
動
基
金
に
関
す
る
規
定
」
は
、
帰
国
し
た
留
学
生
に
帰
国
後
の
科
学
研
究
活
動
に
関
す
る
経
費
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
、
留
学
経
験
三
年
以
上
で
博
士
号
を
取
得
し
た
者
、
な
い
し
留
学
経
験
が
一
年
以
上
あ
り
、
か
つ
国
内
で
博
士
号
を
取
得
し
た
者
で
、
年
齢
四
五
歳
以
下
、
帰
国
後
一
年
以
内
の
者
で
あ
れ
ば
、
帰
国
三
ヶ
月
前
か
ら
、
留
学
先
に
あ
る
中
国
の
在
外
公
館
を
通
じ
て
同
基
金
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
転
絶
。
　
二
〇
〇
〇
年
に
北
京
市
人
民
政
府
が
発
表
し
た
「
帰
国
留
学
生
の
北
京
で
の
就
業
促
進
に
関
す
る
規
定
」
は
、
こ
う
し
た
特
例
措
置
を
さ
ら
に
具
体
化
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
北
京
市
で
は
、
人
口
の
一
極
集
中
を
避
け
る
た
め
に
、
北
京
市
外
か
ら
の
就
業
・
転
入
・
居
住
に
関
し
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
国
費
お
よ
び
私
費
留
学
生
で
学
士
号
以
上
の
取
得
者
な
い
し
高
度
な
特
殊
専
門
技
術
を
取
得
し
た
者
に
関
し
て
は
、
そ
の
規
制
を
大
幅
に
緩
和
し
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
を
と
る
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
北
京
市
に
お
け
る
就
業
や
研
究
の
た
め
の
転
入
手
続
き
の
簡
素
化
や
、
帰
国
留
学
生
が
手
が
け
る
新
技
術
開
発
事
業
へ
の
優
遇
措
置
に
加
え
、
義
務
教
育
段
階
に
あ
る
帰
国
留
学
生
の
子
女
教
育
の
保
障
、
義
務
教
育
後
、
特
に
大
学
入
試
を
ひ
か
え
た
高
校
生
の
子
弟
を
対
象
と
し
た
高
校
編
入
へ
の
配
慮
、
社
会
保
険
制
度
の
特
別
継
続
、
住
宅
・
自
家
用
車
な
ど
生
活
物
品
購
入
の
際
の
優
遇
措
置
、
帰
国
留
学
生
の
起
業
家
を
対
象
と
し
た
表
彰
制
度
な
ど
、
そ
の
厚
遇
ぶ
り
は
、
単
に
帰
国
留
学
生
の
企
業
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
京
市
に
居
住
す
る
に
際
し
て
の
福
利
厚
生
全
般
に
ま
で
及
ん
で
転
麗
。
　
さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
二
月
に
は
、
中
国
人
事
部
が
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
や
国
務
院
の
承
認
の
も
と
に
、
海
外
で
教
育
を
受
け
た
優
秀
な
人
材
の
帰
国
奨
励
を
促
す
と
す
る
政
策
を
示
し
た
。
そ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
で
帰
国
奨
励
を
促
す
と
し
て
お
り
、
特
に
求
め
ら
れ
る
人
材
は
、
公
費
あ
る
い
は
私
費
留
学
の
後
、
国
外
の
金
融
機
関
や
多
国
籍
企
業
、
国
際
組
織
、
有
名
な
高
等
教
育
機
関
や
科
学
研
究
機
関
な
ど
で
、
金
融
、
工
業
技
術
、
教
育
、
科
学
研
究
、
管
理
な
ど
実
際
の
実
務
に
携
わ
り
優
秀
な
成
績
を
修
め
て
い
る
者
と
い
う
明
確
な
規
定
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
現
在
の
中
国
で
、
経
営
管
理
や
技
術
開
発
、
学
術
研
究
に
携
わ
る
人
材
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
優
秀
な
人
材
の
帰
国
に
際
し
て
は
、
上
記
、
北
京
市
の
事
例
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
任
用
の
点
で
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
や
医
療
・
保
険
制
度
な
ど
の
福
利
厚
生
関
係
の
点
で
も
優
遇
措
置
を
と
る
と
し
て
転
馳
。
　
こ
の
政
策
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
に
人
事
部
の
他
、
教
育
部
、
科
学
技
術
部
、
公
安
部
、
財
政
部
と
と
も
に
発
表
さ
れ
た
「
海
外
留
杉村中国における国家発展戦略としての留学政策81
学
者
の
多
方
面
で
の
国
家
事
業
へ
の
貢
献
に
関
す
る
意
見
」
に
も
継
承
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
帰
国
留
学
生
の
活
動
形
態
に
つ
い
て
、
よ
り
柔
軟
で
か
つ
具
体
的
な
支
援
策
が
示
さ
れ
、
①
帰
国
留
学
生
が
中
国
国
内
の
高
等
教
育
機
関
や
研
究
所
、
国
家
重
点
実
験
室
、
工
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
各
企
業
等
で
働
く
場
合
に
は
、
高
い
ポ
ス
ト
に
配
置
し
、
博
士
号
取
得
者
は
優
遇
す
る
こ
と
、
②
帰
国
留
学
生
が
国
内
で
活
動
す
る
場
合
、
研
究
協
力
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
引
き
続
き
国
外
で
の
研
究
を
続
け
な
が
ら
中
国
国
内
に
長
期
な
い
し
短
期
帰
国
し
て
研
究
や
事
業
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
国
内
外
で
合
弁
の
企
業
や
研
究
所
を
設
け
る
こ
と
も
で
き
る
、
③
帰
国
留
学
生
に
対
し
国
内
で
研
究
を
委
託
す
る
場
合
で
も
、
引
き
続
き
国
外
で
の
研
究
活
動
を
行
な
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
、
④
帰
国
留
学
生
が
そ
の
専
門
や
技
術
に
基
づ
い
て
中
国
国
内
で
起
業
や
投
資
を
行
な
う
こ
と
を
奨
励
す
る
、
⑤
帰
国
留
学
生
が
国
外
の
研
究
所
や
教
育
訓
練
機
関
と
国
内
の
関
係
機
関
と
の
協
力
や
委
託
の
も
と
に
国
内
の
人
材
養
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
、
⑥
帰
国
留
学
生
が
、
特
に
中
国
西
部
地
域
の
開
発
の
た
め
に
、
技
術
導
入
や
調
査
、
企
業
活
動
、
技
術
交
流
活
動
を
行
な
う
場
合
に
は
、
国
家
の
規
定
に
照
ら
し
て
資
金
援
助
を
含
め
そ
れ
を
奨
励
す
る
、
⑦
帰
国
留
学
生
に
よ
る
外
資
や
技
術
の
導
入
及
び
そ
れ
ら
の
仲
介
や
、
諸
外
国
の
専
門
家
を
招
聰
し
て
の
各
種
学
術
交
流
活
動
、
科
学
技
術
関
係
の
国
際
交
流
や
協
力
強
化
、
中
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
製
品
の
国
際
市
場
へ
の
販
売
展
開
業
務
な
ど
を
積
極
的
に
奨
励
す
る
、
と
い
う
七
つ
の
点
が
提
示
さ
れ
た
。
　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
帰
国
留
学
生
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
①
企
業
活
動
や
研
究
経
費
の
資
金
援
助
、
②
国
際
社
会
の
慣
例
に
即
し
た
報
酬
の
支
払
い
や
仲
介
方
法
の
導
入
、
③
帰
国
留
学
生
の
専
門
知
識
や
技
術
特
許
、
研
究
成
果
な
ど
の
著
作
権
．
版
権
な
ど
の
保
護
、
④
帰
国
留
学
生
の
仕
事
や
生
活
面
で
の
条
件
の
改
善
な
ら
び
に
、
特
に
経
済
開
発
区
や
技
術
開
発
区
で
の
活
動
の
優
遇
措
置
、
⑤
起
業
の
際
の
企
業
登
録
や
不
動
産
関
係
等
の
各
種
法
的
手
続
き
の
簡
素
化
と
優
遇
措
置
、
⑥
海
外
と
の
間
を
頻
繁
に
往
来
す
る
人
員
や
外
国
籍
の
帰
国
留
学
生
の
た
め
に
、
そ
の
家
族
も
対
象
と
し
た
最
長
五
年
ま
で
の
マ
ル
チ
ビ
ザ
の
発
行
、
あ
る
い
は
期
限
な
し
の
外
国
人
居
留
証
の
発
行
と
、
中
国
国
内
で
の
不
動
産
購
入
、
子
女
教
育
や
就
業
面
で
の
中
国
国
民
と
同
等
の
待
遇
の
保
障
、
⑦
帰
国
留
学
82東洋文化研究5号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
生
登
用
の
た
め
の
、
各
種
関
係
機
関
人
事
部
へ
の
働
き
か
け
、
と
い
っ
た
細
か
な
提
案
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
政
府
は
、
帰
国
者
を
高
い
地
位
と
高
給
で
優
遇
す
る
方
針
を
と
っ
て
お
り
、
今
後
、
年
間
一
万
人
の
帰
国
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
の
場
合
に
は
、
約
七
〇
〇
〇
人
に
二
億
元
（
約
二
八
億
元
）
の
起
業
資
金
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
　
こ
う
し
た
帰
国
留
学
生
の
就
業
や
企
業
支
援
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
「
中
国
留
学
服
務
中
心
」
（
中
国
留
学
セ
ン
タ
ー
）
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
担
当
し
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
投
資
事
務
関
係
部
で
は
、
帰
国
留
学
生
が
帰
国
し
て
企
業
の
た
め
に
投
資
す
る
場
合
や
、
技
術
開
発
、
科
学
技
術
の
研
究
協
力
、
研
修
な
ど
の
た
め
に
、
中
国
の
投
資
政
策
や
法
律
、
地
域
投
資
状
況
な
ど
の
情
報
提
供
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
や
諸
手
続
き
に
関
す
る
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
　
b
　
帰
国
留
学
生
の
台
頭
　
こ
う
し
た
政
府
の
帰
国
奨
励
施
策
を
う
け
て
、
留
学
生
の
側
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
到
来
と
い
う
見
方
が
生
ま
れ
、
優
遇
政
策
を
利
用
す
る
か
た
ち
で
帰
国
す
る
留
学
生
が
相
次
い
で
い
る
。
そ
の
動
き
は
、
二
〇
〇
一
年
に
中
国
の
W
T
O
加
盟
が
実
現
し
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
が
相
次
い
で
決
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国
の
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
る
な
か
で
、
今
後
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
　
そ
う
し
た
帰
国
留
学
生
が
活
躍
す
る
場
所
の
ひ
と
つ
に
、
北
京
市
北
西
部
に
あ
る
「
中
関
村
科
学
技
術
地
区
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
地
区
は
「
中
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
i
」
と
よ
ば
れ
、
北
京
大
学
や
清
華
大
学
な
ど
六
八
の
大
学
と
二
〇
〇
を
越
す
研
究
機
関
が
集
中
し
て
お
り
、
北
京
市
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
産
業
を
中
心
と
し
て
現
在
建
設
に
力
を
注
い
で
い
る
。
こ
の
中
関
村
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
だ
け
で
、
そ
の
前
年
の
倍
に
あ
た
る
二
四
六
一
の
情
報
技
術
企
業
が
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
I
T
産
業
を
支
え
る
の
が
帰
国
留
学
生
た
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
技
術
者
た
ち
は
給
与
も
高
く
、
ま
た
前
述
の
と
お
り
、
北
京
市
政
府
等
が
と
る
優
遇
措
置
に
よ
り
、
中国における国家発展戦略としての留学政策83
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
九
九
〇
年
代
の
帰
国
者
総
数
を
上
回
る
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
中
関
村
で
仕
事
に
就
い
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
帰
国
組
の
元
留
学
生
た
ち
の
な
か
に
は
、
既
に
国
外
の
企
業
で
第
一
線
の
技
術
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
者
も
お
り
、
中
関
村
を
は
じ
あ
、
今
日
の
中
国
で
、
世
界
最
先
端
の
研
究
が
既
に
行
な
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
期
待
を
か
け
て
帰
国
し
て
く
る
も
の
が
多
い
。
同
地
区
に
対
し
て
は
、
そ
の
将
来
性
を
見
越
し
て
、
外
資
の
投
入
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
よ
り
一
層
、
中
関
村
の
発
展
と
帰
国
留
学
生
た
ち
の
活
躍
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
I
B
M
、
富
士
通
、
松
下
と
い
っ
た
I
T
関
連
会
社
が
一
九
九
八
年
頃
か
ら
相
次
い
で
研
究
所
を
設
置
し
、
一
流
の
技
術
者
が
研
究
開
発
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
企
業
に
は
、
中
国
の
政
府
の
研
究
機
関
や
国
有
企
業
な
ど
か
ら
転
職
し
て
来
る
者
も
多
く
、
ま
た
企
業
間
で
は
、
優
秀
な
技
術
者
の
引
き
抜
き
な
ど
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
で
国
際
競
争
力
が
決
ま
る
と
い
わ
れ
、
こ
の
た
め
各
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
企
業
で
は
、
優
秀
な
人
材
の
流
出
を
防
ぐ
た
あ
に
給
与
や
研
究
環
境
の
充
実
に
つ
と
め
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
帰
国
留
学
生
の
増
大
は
、
帰
国
留
学
生
間
の
相
互
交
流
も
生
み
出
し
て
い
る
。
北
京
で
は
、
二
〇
〇
一
年
＝
月
九
日
に
「
北
京
市
留
学
人
員
商
会
」
（
北
京
市
帰
国
留
学
者
商
工
会
）
が
「
北
京
市
商
会
」
（
北
京
市
商
工
会
）
の
非
営
利
付
属
団
体
と
し
て
成
立
し
た
。
同
会
に
は
、
I
T
、
薬
品
・
化
学
、
金
融
、
製
造
、
人
材
、
管
理
及
び
法
律
な
ど
と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
一
二
の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
、
「
学
業
を
生
か
し
て
祖
国
の
為
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
数
万
名
と
も
い
わ
れ
る
北
京
在
住
の
帰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
国
留
学
生
な
ら
び
に
欧
米
各
国
か
ら
一
時
帰
国
し
た
帰
国
留
学
生
を
組
織
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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c
　
日
本
留
学
経
験
者
の
活
躍
帰
国
留
学
生
の
中
で
も
、
「
留
日
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
で
の
留
学
経
験
者
は
、
毎
年
五
〇
〇
〇
人
帰
国
す
る
留
学
生
の
三
割
を
占
め
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
帰
国
留
学
生
「
留
美
」
と
と
も
に
、
技
術
者
と
し
て
I
T
関
連
産
業
な
ど
に
携
わ
る
も
の
が
多
い
。
日
本
か
ら
の
帰
国
留
学
生
が
中
心
と
な
り
、
一
九
九
二
年
＝
月
に
組
織
さ
れ
た
「
留
日
学
人
活
動
帖
」
の
代
表
を
つ
と
め
る
李
建
保
清
華
大
学
教
授
に
よ
れ
ば
、
同
会
は
現
在
会
員
が
約
一
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
会
員
の
中
に
は
、
現
在
、
中
国
で
産
業
や
研
究
の
第
一
線
を
担
っ
て
い
る
者
が
多
い
。
同
団
体
が
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
ま
と
め
た
会
員
名
簿
に
よ
れ
ば
、
会
員
の
留
学
先
は
、
日
本
全
国
さ
ま
ざ
ま
な
国
公
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
私
立
大
学
に
わ
た
る
が
、
専
門
は
圧
倒
的
に
理
工
学
系
な
ら
び
に
経
済
学
系
が
多
い
。
か
れ
ら
の
な
か
に
は
、
一
九
八
二
年
に
日
本
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
中
国
両
国
政
府
間
の
A
呈
思
の
も
と
に
、
初
め
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
中
国
人
大
学
院
生
も
含
ま
れ
て
い
る
。
中
国
側
は
、
彼
ら
が
、
科
学
研
究
や
教
育
、
経
済
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
か
つ
日
中
両
国
間
の
関
係
強
化
を
図
る
パ
イ
プ
役
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
日
本
留
学
経
験
者
の
活
躍
を
ふ
ま
え
、
日
本
へ
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
政
府
か
ら
も
民
間
か
ら
も
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
五
月
現
在
、
日
本
が
受
け
入
れ
て
い
る
九
万
五
五
五
〇
人
の
留
学
生
の
う
ち
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
五
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
八
五
三
三
人
と
全
体
の
約
六
一
％
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
お
り
、
特
に
九
〇
年
代
末
以
降
そ
の
伸
び
は
著
し
い
。
こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
日
本
が
と
っ
て
い
る
留
学
生
受
け
入
れ
へ
の
積
極
的
姿
勢
と
と
も
に
、
中
国
側
の
日
本
留
学
志
向
の
高
ま
り
が
あ
る
と
考
え
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
れ
る
。
日
本
へ
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
留
学
経
費
の
高
さ
を
め
ぐ
る
問
題
が
依
然
と
し
て
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
二
年
七
月
に
、
日
本
語
教
育
振
興
協
会
、
東
京
都
専
修
学
校
各
種
学
校
協
会
、
な
ら
び
に
日
本
ア
ジ
ア
太
平
洋
国
際
交
流
協
会
が
主
催
し
て
北
京
で
行
な
わ
れ
た
「
日
本
留
学
説
明
会
」
で
は
、
日
本
側
か
ら
も
一
一
四
校
の
日
本
語
学
校
や
各
種
専
門
学
校
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
同
年
が
日
中
国
交
正
常
化
三
〇
周
年
と
い
う
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
多
数
の
中
国
人
留
学
希
望
者
や
教
育
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
ま
た
、
同
年
一
一
月
に
開
か
れ
た
「
中
国
留
学
服
務
中
心
」
と
日
本
国
際
教
育
協
会
主
催
の
「
日
本
留
学
フ
ェ
ア
」
も
盛
況
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
博
し
た
。
中
国
側
は
今
後
、
こ
う
し
た
留
学
奨
励
の
施
策
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
き
た
い
考
え
で
あ
る
。
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三
　
ま
と
め
　
中
国
の
国
家
開
発
戦
略
と
留
学
政
策
　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
の
留
学
政
策
は
、
従
来
か
ら
の
国
費
留
学
に
加
え
、
私
費
留
学
の
奨
励
、
留
学
生
の
帰
国
お
よ
び
就
業
・
起
業
の
奨
励
を
促
す
こ
と
で
、
経
済
発
展
の
た
め
の
大
き
な
原
動
力
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
発
展
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
養
成
し
、
か
つ
帰
国
留
学
生
に
よ
る
技
術
力
や
資
本
の
導
入
、
な
ら
び
に
彼
ら
に
よ
っ
て
新
た
に
培
わ
れ
る
他
国
と
の
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
技
術
提
携
、
人
的
交
流
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
、
私
費
留
学
を
奨
励
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
予
算
の
制
約
を
抱
え
な
が
ら
、
民
間
資
金
を
導
入
す
る
事
で
留
学
政
策
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
　
そ
う
し
た
な
か
で
既
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
あ
る
留
学
仲
介
企
業
の
隆
盛
ぶ
り
は
、
ま
さ
に
民
間
の
留
学
熱
を
良
く
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
政
府
の
施
策
を
逆
に
後
押
し
す
る
よ
う
な
人
々
の
留
学
に
対
す
る
期
待
が
感
じ
ら
れ
る
。
日
本
留
学
経
験
者
の
活
躍
を
含
め
、
既
に
留
学
を
終
え
た
帰
国
留
学
生
が
、
中
国
で
の
就
業
や
起
業
活
動
に
際
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
を
得
、
一
般
の
人
々
と
比
べ
て
は
る
か
に
高
額
な
給
与
と
高
い
地
位
を
保
障
さ
れ
て
い
る
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る
な
か
で
、
そ
う
し
た
留
学
熱
に
は
一
層
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
等
へ
の
留
学
の
際
に
必
要
な
英
語
力
試
験
T
O
E
F
L
の
こ
と
を
、
中
国
で
は
似
た
発
音
を
す
る
漢
字
を
あ
て
て
「
託
福
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
み
る
よ
う
に
、
中
国
で
は
ま
さ
に
留
学
に
「
夢
を
託
し
て
幸
運
を
つ
か
み
と
る
」
と
い
う
願
い
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
般
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
中
国
政
府
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
り
、
留
学
政
策
は
国
家
に
と
っ
て
も
そ
の
命
運
を
か
け
た
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
　
他
方
、
こ
う
し
た
中
国
の
留
学
政
策
に
、
諸
外
国
が
大
き
な
関
心
を
よ
せ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
で
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
い
る
留
学
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
や
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
中
国
国
内
に
お
け
る
留
学
セ
ン
タ
ー
の
設
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置
、
さ
ら
に
「
国
内
留
学
」
に
よ
り
、
中
国
に
い
な
が
ら
に
し
て
二
重
の
学
位
取
得
を
可
能
と
す
る
ヨ
帥
三
ロ
σ
q
亀
ω
♂
ヨ
に
よ
る
高
等
教
育
機
関
の
設
置
な
ど
、
諸
外
国
の
中
国
教
育
市
場
へ
の
関
与
も
、
中
国
の
留
学
熱
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
国
内
留
学
」
の
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、
相
手
国
に
行
か
ず
、
そ
の
国
の
文
化
に
も
実
際
に
は
触
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
「
留
学
」
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
中
国
の
留
学
に
対
す
る
期
待
は
、
そ
う
し
た
異
文
化
理
解
と
い
う
側
面
よ
り
も
、
学
位
や
資
格
・
技
能
の
取
得
に
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
留
学
費
用
の
点
で
も
経
済
的
に
有
利
で
あ
る
「
国
内
留
学
」
の
制
度
は
、
中
国
人
留
学
希
望
者
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
み
る
と
、
中
国
に
お
け
る
「
国
内
留
学
」
は
今
後
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
　
さ
ら
に
、
中
国
は
留
学
生
を
送
り
出
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
年
で
は
諸
外
国
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
点
で
も
力
を
入
れ
始
あ
て
い
る
。
相
手
国
と
の
パ
イ
プ
役
を
育
て
、
特
に
在
外
華
人
社
会
の
子
弟
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
貨
資
本
力
を
も
つ
華
人
と
の
絆
も
深
め
よ
う
と
す
る
そ
の
方
策
に
は
、
留
学
生
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
に
加
え
、
単
に
留
学
生
送
り
出
し
国
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
留
学
先
と
し
て
魅
力
あ
る
受
け
入
れ
国
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
、
相
手
国
と
の
外
交
・
経
済
関
係
を
強
化
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
中
国
側
の
政
治
的
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
中
国
の
留
学
政
策
の
動
向
を
み
る
と
、
自
国
に
外
国
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
あ
る
い
は
相
手
国
に
国
民
を
送
り
出
す
こ
と
で
、
人
的
交
流
を
通
じ
た
異
文
化
理
解
を
促
進
し
、
国
際
貢
献
に
与
す
る
と
い
う
の
と
は
異
な
る
留
学
政
策
の
目
的
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
国
家
経
済
発
展
の
た
め
の
重
要
な
戦
略
手
段
と
し
て
の
留
学
政
策
で
あ
り
、
そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
の
は
、
経
済
発
展
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
養
成
や
留
学
を
め
ぐ
る
教
育
産
業
の
拡
大
と
い
っ
た
即
時
的
な
政
治
的
経
済
的
効
果
で
あ
る
。
実
際
に
、
帰
国
留
学
生
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
の
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
中
国
に
お
け
る
留
学
政
策
は
、
国
家
発
展
政
策
の
け
ん
引
役
と
し
て
今
後
一
層
重
視
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
1
）
　
郡
秀
「
中
国
の
高
等
教
育
大
衆
化
の
動
向
と
背
景
」
、
『
比
較
・
　
　
国
際
教
育
』
第
九
号
、
筑
波
大
学
比
較
・
国
際
教
育
学
研
究
室
、
　
　
二
〇
〇
一
年
三
月
、
八
三
頁
。
（
2
）
　
「
現
代
留
学
与
二
一
世
紀
中
国
留
学
戦
略
研
究
」
、
北
京
大
学
　
　
博
士
研
究
生
学
位
論
文
、
二
〇
〇
一
年
八
月
、
一
二
〇
1
一
二
　
　
一
頁
。
（
3
）
　
郡
魏
「
現
代
留
学
与
二
一
世
紀
中
国
留
学
戦
略
研
究
」
、
前
　
　
傾
論
文
、
一
二
三
頁
。
（
4
）
　
北
京
人
現
代
教
育
消
費
手
冊
」
編
集
委
員
会
『
出
国
留
学
』
、
　
　
二
〇
〇
一
年
、
一
頁
。
（
5
）
　
『
出
国
留
学
』
、
前
掲
書
、
三
頁
。
（
6
）
　
『
出
国
留
学
』
、
前
傾
書
、
四
頁
。
（
7
）
　
『
出
国
留
学
』
、
前
傾
書
、
四
二
頁
。
（
8
）
　
嘉
華
世
達
国
際
教
育
交
流
有
限
公
司
『
嘉
華
世
達
』
（
案
内
　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
、
「
公
司
簡
介
」
（
9
）
　
同
上
。
（
1
0
）
　
中
国
留
学
服
務
中
心
『
二
〇
〇
二
年
中
国
国
際
高
等
教
育
巡
　
　
回
展
』
（
開
催
要
項
）
、
二
〇
〇
二
年
三
月
に
よ
る
。
（
1
1
）
　
中
国
留
学
服
務
中
心
『
日
本
留
学
説
明
会
』
（
開
催
要
項
）
、
　
　
二
〇
〇
二
年
七
月
掲
載
の
案
内
に
よ
る
。
　
　
　
な
お
、
こ
う
し
た
教
育
フ
ェ
ア
は
、
実
は
こ
れ
ひ
と
つ
だ
け
　
　
で
な
く
、
他
に
も
別
の
私
費
留
学
仲
介
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
　
　
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
本
文
に
記
し
た
留
学
　
　
フ
ェ
ア
と
は
別
に
、
二
〇
〇
二
年
五
月
二
四
日
～
二
六
日
に
は
、
　
　
「
北
京
金
吉
列
出
国
留
学
盗
詞
服
務
有
限
公
司
」
と
い
う
留
学
　
　
仲
介
企
業
最
大
手
の
会
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
八
三
の
各
国
教
　
　
育
機
関
が
ブ
ー
ス
を
設
け
た
展
覧
会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
参
　
　
加
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
ブ
ー
ス
数
1
7
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
　
　
（
1
0
）
、
カ
ナ
ダ
（
7
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
7
）
、
マ
レ
ー
シ
ア
　
　
（
7
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
6
）
、
ロ
シ
ア
（
6
）
、
日
本
　
　
（
5
）
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
3
）
、
ド
イ
ツ
（
3
）
、
フ
ラ
ン
ス
　
　
（
2
）
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
2
）
、
タ
イ
（
2
）
、
ア
メ
リ
カ
（
2
）
、
　
　
オ
ラ
ン
ダ
（
1
）
、
ス
イ
ス
（
1
）
、
キ
プ
ロ
ス
（
1
）
、
フ
ィ
　
　
リ
ピ
ン
（
1
）
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
参
加
し
た
の
は
、
早
稲
　
　
田
大
学
、
東
洋
言
語
学
院
、
東
京
音
楽
学
校
、
東
京
芸
術
学
校
、
　
　
日
本
大
使
館
文
化
部
の
五
つ
で
あ
る
。
（
1
2
）
　
嘉
華
世
達
国
際
教
育
交
流
有
限
公
司
『
嘉
華
世
達
』
（
案
内
　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
、
前
掲
書
、
各
部
の
紹
介
記
事
に
よ
る
。
（
1
3
）
　
同
上
、
『
嘉
華
世
達
』
（
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
、
各
部
の
紹
　
　
介
記
事
に
よ
る
。
（
1
4
）
　
中
国
留
学
服
務
中
心
荷
蘭
項
目
弁
公
室
『
留
学
荷
蘭
　
奔
向
　
　
欧
州
的
門
戸
」
、
三
頁
。
（
1
5
）
　
『
出
国
留
学
』
、
前
掲
書
、
五
七
頁
。
（
1
6
）
　
中
国
留
学
服
務
中
心
『
二
〇
〇
二
年
中
国
国
際
高
等
教
育
巡
　
　
回
展
』
（
開
催
要
項
）
、
前
掲
書
、
四
〇
頁
掲
載
の
「
北
京
工
業
　
　
大
学
中
加
工
商
学
院
」
の
学
校
案
内
に
よ
る
。
（
1
7
）
　
梁
可
「
留
学
的
理
性
選
択
一
二
〇
〇
二
年
国
際
高
等
回
展
観
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感
」
『
一
二
世
紀
留
学
未
来
交
流
』
、
二
〇
〇
二
年
四
月
号
、
第
　
　
五
七
期
、
一
七
頁
。
（
1
8
）
　
対
外
経
済
貿
易
大
学
卓
越
国
際
学
院
「
二
〇
〇
二
年
招
生
簡
　
　
章
」
な
ら
び
に
「
卓
越
国
際
学
院
簡
介
」
に
よ
る
。
（
1
9
）
　
全
国
高
等
学
校
外
国
留
学
生
教
育
管
理
学
会
編
『
留
学
中
国
一
　
　
中
国
留
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
、
二
〇
〇
二
年
、
二
頁
、
二
四
頁
　
　
及
び
三
〇
頁
。
な
お
、
↓
九
九
〇
年
の
外
国
人
留
学
生
の
数
は
、
　
　
郡
魏
「
現
代
留
学
与
二
一
世
紀
中
国
留
学
戦
略
研
究
」
、
前
掲
　
　
論
文
、
一
二
二
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
教
育
部
の
統
計
に
よ
る
。
（
2
0
）
　
『
留
学
中
国
”
中
国
留
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
、
前
掲
書
、
三
〇
1
　
　
三
五
頁
。
（
2
1
）
　
『
留
学
中
国
一
中
国
留
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
、
前
掲
書
、
四
五
－
　
　
五
〇
頁
。
（
2
2
）
　
『
留
学
中
国
一
中
国
留
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
、
前
掲
書
、
六
七
　
　
頁
。
（
2
3
）
　
『
出
国
留
学
』
、
前
掲
書
、
九
頁
。
（
2
4
）
　
『
出
国
留
学
』
、
七
ー
八
頁
。
（
2
5
）
　
「
人
事
部
出
台
新
政
策
　
鼓
励
海
外
高
層
次
留
学
人
才
回
国
　
　
工
作
」
、
『
人
民
日
報
』
、
二
〇
〇
二
年
二
月
六
日
（
2
6
）
　
中
国
人
事
部
・
教
育
部
・
科
技
部
・
公
安
部
・
財
政
部
「
関
　
　
干
鼓
励
海
外
留
学
人
員
以
多
種
形
式
為
国
服
務
的
若
干
意
見
」
、
　
　
二
〇
〇
一
年
五
月
（
2
7
）
　
同
上
、
「
関
干
鼓
励
海
外
留
学
人
員
以
多
種
形
式
為
国
服
務
　
　
的
若
干
意
見
」
、
二
〇
〇
一
年
五
月
（
2
8
）
　
「
〇
三
口
Φ
の
①
≦
翅
（
N
）
」
、
『
朝
日
新
聞
』
、
二
〇
〇
二
年
七
　
　
月
二
九
日
（
2
9
）
　
中
国
留
学
服
務
中
心
「
投
資
事
務
処
」
（
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
　
　
ト
）
（
3
0
）
　
「
膨
張
す
る
中
国
　
留
学
経
験
者
が
支
え
る
技
術
」
、
『
朝
日
　
　
新
聞
』
、
二
〇
〇
一
年
八
月
二
七
日
（
3
1
）
　
『
神
州
学
人
』
編
集
部
編
『
神
州
学
人
一
〇
三
う
p
ω
o
げ
o
一
毅
ω
　
　
》
耳
o
o
q
』
、
第
一
四
三
期
、
二
〇
〇
二
年
第
一
期
、
二
五
頁
。
（
3
2
）
　
中
国
留
日
学
人
活
動
帖
編
『
留
日
学
人
通
訊
』
、
二
〇
〇
二
　
　
年
＝
月
、
北
京
（
3
3
）
　
「
学
び
合
っ
て
日
中
近
く
・
隣
人
付
き
合
い
も
っ
と
」
『
朝
日
　
　
新
聞
』
、
二
〇
〇
二
年
九
月
二
四
日
。
（
3
4
）
　
文
部
科
学
省
「
留
学
生
受
け
入
れ
の
概
況
（
平
成
一
四
年
版
）
」
、
　
　
平
成
一
四
年
↓
一
月
に
よ
る
。
（
3
5
）
　
留
学
仲
介
企
業
「
嘉
華
世
達
国
際
教
育
交
流
有
限
公
司
」
の
　
　
日
本
留
学
担
当
部
門
の
印
凱
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
i
（
二
〇
〇
　
　
二
年
五
月
）
に
よ
る
。
ま
た
、
留
学
関
係
の
専
門
誌
で
は
、
留
　
　
学
生
の
日
本
で
の
生
活
実
態
を
特
集
す
る
記
事
が
組
ま
れ
、
日
　
　
本
の
法
的
規
則
の
も
と
で
は
基
本
的
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
依
存
で
　
　
き
る
部
分
は
少
な
く
、
正
規
の
大
学
生
に
な
れ
ば
奨
学
金
な
ど
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
援
護
が
あ
る
も
の
の
、
大
学
に
入
る
前
の
日
本
語
　
　
学
校
等
の
場
合
に
は
そ
う
し
た
奨
学
金
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
無
い
　
　
た
め
、
む
し
ろ
事
前
に
日
中
間
の
経
済
格
差
の
大
き
さ
を
よ
く
　
　
認
識
し
た
う
え
で
留
学
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
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い
る
。
（
屈
友
軍
「
赴
日
留
学
話
打
工
」
、
中
国
国
際
貿
易
促
進
　
　
委
員
会
主
管
、
『
出
国
与
就
業
』
雑
誌
社
編
、
『
出
国
与
就
業
』
、
　
　
第
壱
七
壱
期
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
一
七
－
一
九
頁
な
ど
に
よ
　
　
る
。
）
（
3
6
）
　
中
国
留
学
服
務
中
心
副
主
任
郡
魏
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
！
　
　
（
二
〇
〇
二
年
八
月
）
に
ょ
る
。
　キ
　1
　ワ
　1
　ド
国留
　学
　、
高
等
教
育
、
教
育
産
業
、
国
家
発
展
、
中
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　　This　paper　focuses　on　the　role　of　the　policy　of　studying　abroad
for　the　political　and　economic　development　in　China．　The　Chinese
studying　abroad　policy　has　two　characteristics．　Firstly，　China　is
attaching　an　importance　on　studying　abroad　at　students’expense
and　trying　to　get　the　good　manpower　for　economic　development．
Secondly，　China　is　welcoming　the　Chinese　students　coming　back　to
homelands　by　encouraging　their　economic　activities　in　China，
because　those　students　not　only　bring　the　techniques　and　capital　for
industry　from　overseas，　but　also　they　can　be　intermediaries　for
technical　and　personnel　exchange　between　China　and　other
countries．　Nowadays，　many　private　agents　Play　a　great　role　in
sending　chinese　students　to　foreign　countries　in　private　sector．　and
the　Developing　countries　are　also　so　much　interested　in　China　as　a
big　educational　market．　The“Twining　System”，　in　which　Chinese
students　can　get　foreign　degrees　without　going　to　other　coulltries
by　scholarship　exchange　between　China’s　higher　educational
institutions　and　the　developing　countries’，　has　already　introduced
because　this　system　solve　the　cost　problem　of　studying　abroad．
Furlthemort　China　is　becoring　positive　in　welcoming　foreign
students　　including　　overseas　Chinese　　students　to　　strengthen
international　political　and　economic　relationships．　The　Chinese
students　coming　back　from　Japan　and　other　countries　have　already
been　active　in　the　business　world　of　China，　As　such　the　Chinese
policy　of　studying　abroad　can　be　expected　to　take　a　more　and　more
iii
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